
礼文町立神崎小学校 【第５号】 平成２４年８月３１日  

神神小小だよよりり    
      

 

９  月  の  行  事  予  定 
２日（日）小学校陸上競技記録会 

 ３日（月）振替休業 

 ４日（火）全校朝会 ２計測 

５日（水）陸上記録会予備日 ＰＴＡ役員会評議員会 

６日（木）チャレンジタイム 公用車下校 

１０日（月）全校朝会 

１１日（火）避難訓練 

１２日（水）巡回小劇場 

１３日（木）チャレンジタイム 公用車下校 

１４日（金）後期児童会立会演説会 

１８日（火）祖父母参観日 

１９日（水）町研サークル 公用車下校 

２０日（木）任命式 チャレンジタイム（神小検定） 

公用車下校 

２４日（月）全校朝会 

２６日（水）町研大会（香深中） 公用車下校 

２７日（木）合唱講習会 公用車下校 

 

 

 

 

 

 

 

 
充実した２学期の学校生活を！                                 

校長  植木 明彦 

 

２５日間の長い夏休みも終わり、休み中は静かで寂しい校舎

でしたが、今、子どもたちの元気な声と、可愛らしい笑顔に満

ちています。なによりも大きな事故や怪我もなく７名の児童に

再会できたことをうれしく思っています。 

さて、学校では学校・学級経営の反省を行いました。そして、

２学期では以下の事を重点に取り組んで行きたいと考えていま

す。 

 

①  確かな計画と達成感のある学校経営 

・全教職員が創意を生かして経営に参画し、連携と信頼の

もと自らの職務の遂行に努める。 

  ・個々の持ち味を十分に発揮し、協力共同の組織的活動を

進め、教師の力量向上を図る。 

 ② 生き生きと活動する子ども 

  ・複式教育の充実を図る。 

  ・学ぶ意欲を喚起し、基礎学力と表現力を豊かに育てる。 

  ・人を思いやる心とその実践力を高める。 

  ・ふるさと学習を進め、郷土への自信と誇りを持たせる。 

 ③ 情熱を燃やす教職員 

  ・仲間に学び、実践で一致する教職員。 

  ・保護者・地域と連携し信頼される教職員。 

 

 

◇ ２学期の重点 

 ① 学校研究の充実 

  ・校内研究を通して教師の力量向上を図る。 

 ② 基礎基本の確実な定着 

 ・礼文基礎学力問題集の効果的活用。 

 ・家庭と連携した家庭学習の取り組み。 

 ③ 行事を通して、学校生活の充実を図る。 

○学芸会の取り組み 

・実践を通し、全校で協力して取り組む態度の育成。 

 ④ 本年度の教育課程実施の改善 

 

２学期は１年で一番長い学期であり、行事もたくさん予定さ

れています。季節的にも学習や運動には絶好の時期でもありま

す。特に、学力づくりでは基礎基本の力を、心づくりでは思い

やりの心を付けることを視野に入れ、経営の方針をさらに具体

化し、子どもたちに「生きる力」を身につけさせるために教職

員の力合わせをしていきたいと思います。保護者、地域の方々

のご理解・ご協力を宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み作品発表会（８／２４） 
 子どもたちが夏休みの間に取

り組んで、自信を持って学校に持

ち寄った自由研究を、全校児童・

保護者の皆さんの前で発表する

作品発表会。一人ひとりが自分の

作品のアピールポイントを紹介

していきました。発表するだけで

はなく、お互いの作品の良かった

ところや質問も出し合うことで、

自分が作った自由研究をよりみんなに知ってもらう機会となりま

した。 

 会の終わりには、校長先生から全員に賞状が渡されました。子ど

もたちは、賞状を受け取るときにはみんな笑顔でした。 

長い休みの間に頑張りぬいたその力を、2学期にも存分に発揮し

てもらいたいものです。 

 

 

神崎小の合言葉 「キ・ニ・ハ」 

（キビキビ、ニコニコ、ハキハキ） 

第３分節【始業式から学芸会まで】 

■時間を守って行動しましょう 

■道具は大切に使い 

   後かたづけをしましょう 

■よいことはすすんでしましょう 

 
 

劇団四季 

『王様の耳はロバの耳』 
２学期始業式が２０日、その次の２１日に、フェリーで利尻

島へ行き劇団四季のミュージカルを鑑賞してきました。演目は

『王様の耳はロバの耳』で、皆さんもご存じイソップ物語の一

つです。プロの役者さんの迫真の演技に、子どもたちも物語の

世界に引き込まれていました。笑いあり、感動あり、そしてみ

んなで大きな声で歌う場面も 

ありで、とても充実した約２ 

時間でした。本格的な演劇を 

鑑賞する機会というのは、そ 

うそう多くはないでしょうか 

ら、子どもたちにとっては本 

当に貴重な経験となったので 

はないでしょうか。 

 


